
天
草
流
人
年
譜

天
草
流
人
帖





１
６
９
５

明
暦
元

こ
の
年

長
崎
奉
行
所
差
し
廻
し
の
流
人
、
天
草
に
流
さ
れ
る
こ
れ
が
天
草
最
初
の
流
人

１
６
９
２

元
禄
５

10
月
27
日

高
野
山
僧
配
流
高
野
山
争
論
で
、
行
人
６
２
７
人
が
流
刑
に
な
る

天
草
に
は
１
４
０
人
・
内
２
人
は
大
坂

に
て
、
６
人
は
富
岡
に
て
死
去

預
け
先
・
富
岡
町
７
人
、
志
岐
組
８
人
、
井
手
組
８
人
、
御
領
組
15
人
、

本
戸
組
20
人
、
栖
本
組
20
人
、
大
矢
野
組
18
人
、
砥
岐
組
８
人
、
久
玉
組
７
人
、
一
町
田
組
11
人
、
大
江
組

10
人

※
村
名
は
不
明

天
草
以
外
は
、
五
島
へ
１
２
５
人
、
隠
岐
へ
１
５
５
人

１
７
０
０

元
禄
13

高
野
山
僧
赦
免
そ
の
間
多
数
死
亡
（
赦
免
・
死
亡
の
詳
細
不
明
）

１
７
０
２

元
禄
15

閏
８
月

江
戸
無
宿
の
流
人
55
名
、
富
岡
着
船
そ
れ
ぞ
れ
村
預
け
と
な
る

１
７
０
３

元
禄
16

こ
の
年

赤
穂
浪
士
の
遺
族
、
男
子
15
歳
以
上
を
遠
島
処
置

こ
の
関
係
者
は
天
草
は
な
し
江
戸
無
宿
流
人
45
人
富
岡

着
船
、
各
村
預
け

１
７
０
４

宝
永
元

こ
の
年

富
岡
町
預
か
り
の
豊
後
流
人
太
兵
衛
、
富
岡
米
蔵
よ
り
１
俵
を
盗
み
取
り
、
伺
い
を
た
て
て
、
断
罪
に
処
せ

ら
れ
る

１
７
０
５

宝
永
２

※
砥
岐
組
７
ヶ
村
の
男
女
１
４
４
人
、
薩
摩
伊
佐
郡
菱
刈
に
移
住

１
７
０
９

宝
永
６

※
赤
穂
義
士
の
遺
族
流
罪
赦
免

１
７
１
０

宝
永
７

江
戸
流
人
40
人
、
大
赦
（
家
宣
将
軍
宣
下
）
に
よ
り
赦
免
帰
国
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１
７
２
４

享
保
９

閏
４
月
16
日

江
戸
送
り
の
流
人
50
人
（
内
２
人
は
途
中
で
死
亡
）
、
村
預
け
流
人
１
人
当
た
り
飯
米
５
升
宛
て
下
附
あ

る

１
７
３
５

享
保
20

青
木
昆
陽
、
遠
島
流
罪
の
者
が
食
糧
難
に
よ
り
餓
死
す
る
者
多
く
有
る
を
憂
い
、
蕃
藷
考
を
著
わ
し
、
幕
府

に
提
言
す
る

１
７
４
２

寛
保
２

御
定
書
百
箇
条
制
定

天
草
へ
の
流
人
は
、
京
、
大
坂
、
西
国
、
中
国
に
限
定

１
７
９
９

寛
政
11

寛
政
５
年
に
起
き
た
西
目
筋
百
姓
騒
ぎ
立
て
の
採
決
あ
り
。
遠
島
２
名
（
隠
岐
）
、
ほ
か
に
重
追
放
、
中
追

放
、
軽
追
放
あ
り

１
８
０
１

享
和
１

６
月

天
草
流
人
配
島
が
享
保
９
年
以
来
ほ
と
ん
ど
中
絶
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
よ
り
再
び
流
人
が
送
ら
れ
る
と

の
達
し
が
、
長
崎
奉
行
所
よ
り
あ
る

今
後
は
、
京
坂
伏
見
奉
行
所
仕
置
き
の
遠
島
者
で
、
大
坂
表
よ
り
雇

船
に
て
差
し
送
ら
れ
る
と
の
事

１
８
０
３

享
和
３

６
月
27
日

大
坂
表
よ
り
、
流
人
８
人
送
ら
れ
る
預
か
り
先
は
、
志
岐
組
・
大
吉
、
井
手
組
・
亀
松
、
御
領
組
・
藤
吉
、

本
戸
組
・
榮
助
、
栖
本
組
・
小
兵
衛
、
大
矢
野
組
・
長
右
衛
門
、
一
町
田
組
・
丑
之
助
、
大
江
組
・
利
八

１
８
０
８

文
化
５
閏
６
月
９
日

京
阪
よ
り
差
し
送
り
の
流
人
９
名
来
島
冨
岡
町
・
真
言
宗
慈
笛
、
御
領
組
（
佐
伊
津
）
・
エ
タ
三
右
衛
門
54
、

本
戸
組
（
小
宮
地
村
）
無
宿
甚
吉
35
、
栖
本
組
（
上
津
浦
村
）
・
近
江
屋
五
兵
衛
39
、
大
矢
野
組
（
登
立
村
）
・

無
宿
岩
吉
31
、
砥
岐
組
（
御
所
浦
村
）
・
無
宿
藤
吉
33
、
久
玉
組
（
魚
貫
村
）
・
仁
兵
衛
妻
い
さ
32
、
一
町

田
組
（
白
木
河
内
村
）
・
日
蓮
僧
日
州
39
、
大
江
組
（
大
江
村
）
・
百
姓
七
蔵
42

１
８
１
０

文
化
７

８
月
５
日

大
坂
表
よ
り
流
人
11
人
、
肥
前
五
島
へ
差
し
送
る
旨
の
浦
触
れ
到
来
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１
８
１
３

文
化
10

８
月
10
日

大
坂
表
差
し
遣
わ
し
の
流
人
10
人
着
島
組
々
１
人
宛
村
預
け
と
な
る
め

１
８
１
４

文
化
11

１
月
８
日

重
ね
て
旅
人
改
め
方
を
厳
し
く
す
べ
く
、
流
人
も
濫
り
に
他
出
さ
せ
ぬ
よ
う
達
し
有
り

10
月
２
日

先
に
逃
亡
未
遂
に
及
ん
で
い
た
坂
瀬
川
村
預
か
り
の
流
人
市
松
、
又
も
手
鎖
の
ま
ま
行
方
不
明
に
な
る
。
そ

の
た
め
村
々
へ
人
相
書
き
廻
り
、
浦
々
の
船
場
改
め
を
厳
し
く
さ
せ
る

１
８
１
５

文
化
12

10
月
13
日

手
配
中
の
坂
瀬
川
預
か
り
流
人
市
松
、
京
都
町
奉
行
所
手
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
る

市
松
の
白
状
に
よ
れ
ば
、

一
町
田
村
某
の
船
を
雇
い
、
銭
３
８
０
文
で
姫
浦
村
よ
り
大
矢
野
に
渡
り
、
肥
後
領
に
入
っ
た
こ
と
が
判
明

こ
の
た
め
、
郡
中
村
役
の
不
行
き
届
き
と
い
う
事
で
、
以
後
大
庄
屋
庄
屋
は
時
々
組
内
村
内
を
見
回
り
、

無
往
来
の
出
入
り
を
厳
重
に
取
り
締
ま
る
べ
く
ま
た
、
大
来
手
形
は
大
庄
屋
に
限
り
発
行
出
来
、
庄
屋
に
は

そ
の
権
限
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
発
行
さ
れ
て
い
る
事
が
あ
り
、
戒
告
さ
れ
る

１
８
１
５

※
小
宮
地
村
預
か
り
の
大
坂
の
甚
吉
は
、
天
草
に
流
れ
込
ん
で
い
た
無
宿
人
杢
太
郎
や
同
じ
く
無
宿
の
直
八

と
宮
田
村
の
虎
市
と
示
し
合
わ
せ
、
碇
石
村
の
豊
之
丞
の
家
に
盗
み
に
入
っ
た
。
彼
ら
は
盗
ん
だ
木
綿
の
一

部
を
金
に
代
え
た
り
し
て
い
た
。
甚
吉
は
や
が
て
そ
の
行
為
が
恐
ろ
し
く
な
り
、
豊
之
丞
に
盗
ん
だ
も
の
を

返
す
か
ら
、
役
所
へ
届
け
な
い
で
ほ
し
い
と
訴
え
、
豊
之
丞
も
了
解
し
た
が
、
や
が
て
役
人
に
か
ぎ
つ
け
ら

れ
た
。
甚
吉
は
島
替
え
、
虎
市
は
入
れ
墨
の
上
重
敲
き
と
な
っ
た

１
８
１
７

文
化
14

４
月
20
日

遠
見
番
、
山
方
役
、
会
所
詰
大
庄
屋
、
町
役
人
等
役
所
へ
召
し
出
し

隠
岐
に
差
置
き
の
流
人
50
人
程
が
同

国
御
用
船
を
奪
い
取
り
、
大
挙
島
抜
け
し
た
事
件
に
関
し
て

こ
の
内
30
余
人
は
召
捕
ら
れ
た
が
、
そ
の
他

は
近
国
に
流
浪
散
在
し
て
い
る

既
に
長
崎
辺
り
に
も
入
り
込
ん
だ
様
子
に
付
き
、
天
草
郡
に
も
入
り
込
ん

で
い
る
か
も
し
れ
な
い

そ
の
た
め
、
遠
見
番
、
山
方
役
は
心
し
て
最
寄
り
を
巡
回
し
、
胡
乱
な
る
旅
人
等

は
郡
外
へ
追
い
立
て
る
べ
し
と
命
じ
ら
れ
る
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１
８
１
８
文
政
１

７
月

大
坂
よ
り
差
し
廻
し
の
流
人
提
灯
の
松
五
郎
、
着
島
し
中
田
村
預
け
と
な
る

９
月
21
日

右
松
五
郎
、
こ
の
日
居
村
に
居
ら
ず
行
方
不
明
と
な
る
。
そ
の
た
め
浦
々
渡
海
口
の
舟
止
め
を
命
じ
、
極
力

探
索
す
る

１
８
２
４

文
政
７

７
月
11
日

亀
浦
村
預
か
り
の
流
人
無
宿
音
吉
31
、
こ
の
日
居
村
に
居
ら
ず
行
方
不
明
と
な
り
、
渡
海
口
厳
重
に
取
り
糺

し
舟
止
め
す
る
べ
く
急
触
れ
が
出
る

１
８
２
８

文
政
11

７
月
24
日

二
条
吉
五
郎
配
流

夕
刻
、
京
大
坂
差
し
送
り
の
流
人
10
名
足
ら
ず
富
岡
着
船

く
じ
に
て
組
々
村
々
へ
割

り
当
て
ら
れ
る

７
月

関
東
よ
り
も
天
草
島
へ
流
人
差
し
送
り
に
差
し
支
え
無
き
か
問
い
合
わ
せ
が
、
江
戸
勘
定
所
よ
り
到
来

村
々

で
協
議
の
結
果
、
差
し
支
え
あ
り
と
上
申
断
る

１
８
２
９

文
政
12

１
月
22
日

亀
浦
村
預
か
り
の
流
人
無
宿
加
茂
鹿
の
於
登
吉
、
こ
の
朝
よ
り
村
に
居
ら
ず
、
渡
海
口
舟
止
め
し
て
村
々
探

索
に
か
か
る

１
８
２
９

文
政
12

３
月
６
日

天
草
島
へ
の
江
戸
表
差
し
送
り
方
に
つ
い
て
は
、
一
応
断
わ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
何
の
下
知
も
な
い
そ
こ

で
、
長
崎
元
役
所
の
江
戸
詰
め
連
が
、
再
々
評
定
所
へ
罷
り
出
て
、
掛
り
留
役
に
伺
い
に
及
ぶ
そ
の
理
由
は
、

天
草
郡
は
最
寄
り
の
国
々
へ
渡
海
が
便
利
な
と
こ
ろ
の
た
め
、
流
人
島
に
は
不
適
で
あ
る
こ
れ
ま
で
も
度
々

島
抜
け
の
者
が
あ
り
、
取
り
押
さ
え
ら
れ
て
重
き
仕
打
ち
に
あ
る
ば
か
り
か
、
流
人
預
か
り
の
村
役
ま
で
無

実
の
咎
め
が
あ
っ
て
い
る
こ
ら
れ
を
数
次
段
々
申
し
立
て
た
と
こ
ろ
、
掛
り
役
も
余
儀
な
く
と
聞
き
分
け
ら

れ
、
以
後
関
東
よ
り
の
流
人
は
遣
わ
さ
れ
な
い
よ
う
、
留
役
に
内
達
が
な
さ
れ
る

１
８
３
０

天
保
元

３
月
６
日

天
草
島
へ
の
江
戸
表
か
ら
の
差
し
送
り
に
つ
い
て
、
断
り
を
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
何
ら
の
下
知
が
な
い
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そ
の
た
め
、
長
崎
元
役
所
江
戸
詰
め
連
が
再
々
評
定
所
に
罷
り
出
て
、
掛
り
留
役
宛
て
に
内
々
伺
い
す
る

結
果
、
天
草
は
、
他
所
へ
渡
海
が
簡
単
に
で
き
る
た
め
、
流
人
の
島
と
し
て
は
不
適
正
・
そ
の
た
め
こ
れ
ま

で
も
た
び
た
び
島
抜
け
が
発
生
し
、
そ
の
た
び
採
り
お
さ
れ
ら
れ
て
重
き
仕
置
き
に
成
る
の
み
か
、
流
人
預

か
り
の
村
々
も
無
実
の
咎
め
が
あ
る

な
ど
の
断
り
の
理
由
を
申
し
立
て
た
結
果
、
聞
き
届
け
ら
れ
、
今
後

関
東
か
ら
の
流
人
は
、
遣
わ
さ
れ
な
い
旨
の
内
達
が
あ
る

閏
３
月
２
日

村
々
預
か
り
流
人
の
所
在
有
無
を
調
査
上
申
さ
せ
る

１
８
３
１

天
保
２

３
月
14
日

御
領
村
預
か
り
の
流
人
無
出
極
玩
味
の
虎
吉
、
村
内
差
し
連
れ
の
ど
さ
く
さ
に
紛
れ
島
抜
け
に
及
ぶ
流
人
た

ち
が
手
慣
れ
た
稼
ぎ
が
な
い
旨
申
し
立
て
、
村
方
よ
り
不
相
応
の
食
物
を
請
取
、
遊
び
暮
ら
し
て
い
る
。
近

年
不
作
う
ち
続
百
姓
さ
え
食
糧
難
に
あ
る
折
柄
、
流
人
た
ち
の
仕
業
は
あ
る
ま
じ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
流
人
た
ち
に
、
申
し
聞
か
し
、
日
雇
い
や
何
か
の
仕
事
に
就
か
せ
る
よ
う
流
人
取
り
締
ま
り
を
厳
し
く
さ

せ
る
。
但
し
、
病
身
の
分
だ
け
に
は
、
窮
民
食
用
黍
、
切
り
芋
の
類
を
以
っ
て
露
命
を
凌
が
せ
る
手
配
す
る

こ
と

※
宮
野
河
内
村
西
高
根
郷
の
百
姓
30
人
は
、
申
し
合
わ
せ
て
イ
ノ
シ
シ
狩
り
を
行
っ
た
。
そ
の
際
に
使
う
鉄

砲
は
、
庄
屋
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
怠
っ
て
使
用
し
た
。
鉄
砲
を
撃
っ
た
儀
平

の
玉
が
そ
れ
玉
と
な
り
、
伯
父
の
清
四
郎
に
当
り
、
清
四
郎
は
そ
の
傷
が
も
と
で
死
亡
し
た
。
儀
平
は
遠
島

と
な
っ
た
。

１
８
３
２

天
保
３

６
月1

5

日

定
舜
上
人
天
草
配
流

京
師
華
頂
宮
家
住
侶
権
大
僧
都
定
舜
上
人
、
同
輩
の
妬
み
讒
言
に
よ
り
蹉
跌
退
殿
し
、

京
都
東
奉
行
深
谷
遠
江
守
の
裁
断
に
よ
り
、
西
海
の
孤
島
天
草
島
へ
配
流
と
罪
科
が
決
ま
り
、
こ
の
日
京
を

後
に
伏
見
に
下
り
、
淀
川
を
舟
に
て
大
阪
送
り
と
な
る

大
坂
よ
り
は
、
他
の
遠
島
流
人
20
名
と
と
も
に
、
雇
船
（
伊
勢
丸
）
に
乗
り
込
み
、
７
月
の
初
旬
同
所
出
船
、

一
路
西
へ
西
へ
と
送
ら
れ
る
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７
月
10
日

大
坂
差
し
送
り
の
流
人
20
名
、
こ
の
日
富
岡
着
船
、
役
所
引
き
渡
し
の
上
、
組
々
２
名
宛
て
村
預
か
り
に
振

り
当
て
ら
れ
る

８
月
23
日

京
大
坂
差
し
送
り
の
流
人
21
名
（
定
舜
上
人
含
む
）
、
富
岡
湊
着
、
役
所
に
引
き
渡
さ
れ
る

８
月
26
日

こ
の
時
の
流
人
は
富
岡
町
１
名
、
外
20
名
は
組
々
２
名
宛
て
に
割
り
当
て
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
村
預
け
と
な
る

12
月
17
日

今
留
村
預
か
り
の
流
人
、
無
宿
高
砂
の
音
次
郎
、
こ
の
日
朝
方
よ
り
村
に
居
ら
ず
、
島
抜
け
に
及
ぶ

１
８
３
３

天
保
４

５
月
23
日

合
津
村
預
か
り
の
流
人
、
無
宿
充
道
、
島
抜
け

６
月
17
日

元
宮
野
河
内
村
百
姓
某
、
遠
島
配
流
先
に
て
島
抜
け
に
及
び
、
当
郡
へ
立
ち
戻
り
し
模
様
あ
る
に
よ
り
、
村
々

と
も
内
偵
し
、
い
た
な
ら
ば
召
し
捕
え
差
し
出
す
よ
う
に
と
の
回
達
が
あ
る

１
８
３
４

天
保
５

１
月
３
日

荒
河
内
村
預
か
り
の
流
人
、
無
宿
樽
屋
の
音
吉
、
島
抜
け

１
８
３
５

天
保
６

９
月
６
日

と
っ
く
り
墓
・
重
八

枦
宇
土
村
預
か
り
江
戸
出
生
の
流
人
重
八
、
こ
の
日
病
没
、
字
平
の
墓
地
に
葬
ら
れ

る
同
人
は
多
少
教
養
が
あ
り
、
同
村
庄
屋
の
下
使
い
と
し
て
重
宝
が
ら
れ
て
い
た
ま
た
、
同
人
は
性
来
深
く

酒
を
愛
せ
る
を
以
っ
て
、
時
の
庄
屋
小
林
和
伸
太
、
高
さ
２
尺
５
寸
余
の
徳
利
型
石
碑
を
建
て
、
東
水
寂
流

信
士
な
る
碑
銘
を
与
え
て
彼
の
冥
福
を
祈
る

（
こ
の
墓
碑
は
現
存
す
る
）

１
８
３
６

天
保
７

６
月
24
日

大
坂
差
し
送
り
の
流
人
２
名
、
こ
の
日
富
岡
着
、
役
所
に
引
き
渡
さ
れ
る
大
江
村
預
け
・
無
宿
安
川
の
卯
之

助
30
、
亀
浦
村
預
け
・
無
宿
三
木
の
與
吉
19

７
月
５
日

右
の
の
２
人
は
共
謀
し
て
居
村
を
抜
け
出
し
、
島
ぬ
け
に
及
ぶ

１
８
３
９

天
保
10

８
月
13
日

今
村
に
預
か
り
の
流
人
、
無
宿
馬
方
の
摩
津
之
助
島
抜
け

11
月
２
日

姫
浦
村
に
預
か
り
の
流
人
、
無
宿
屋
敷
者
の
梅
吉
、
島
抜
け
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11
月
27
日

御
領
村
預
か
り
の
流
人
、
無
宿
石
津
の
廣
吉
、
島
抜
け

１
８
４
０

天
保
11

９
月

大
坂
表
差
し
送
り
の
流
人
40
人
着
島
一
組
４
人
宛
て
割
り
当
て
ら
れ
る

大
江
組
は
、
崎
津
村
・
仁
吉
、
今
留
村
・
國
松
、
小
田
床
村
・
重
吉
、
福
連
木
村
・
庄
兵
衛

９
月

郡
中
大
庄
屋
、
庄
屋
が
富
岡
会
所
に
集
ま
り
評
議
、
村
々
流
人
取
り
締
ま
り
を
現
に
す
べ
き
こ
と
を
申
し
合

わ
せ
る

１
８
４
１

天
保
12

３
月
18
日

下
河
内
村
預
か
り
の
流
人
、
無
宿
江
戸
の
岩
吉
島
抜
け

11
月
29
日

打
田
村
預
か
り
の
流
人
、
無
宿
辰
之
助
34
、
島
抜
け

１
８
４
２

天
保
13

１
月
５
日

早
浦
村
預
か
り
の
流
人
、
無
宿
エ
タ
壱
貫
の
兼
松
、
島
抜
け

２
月
21
日

棚
底
村
預
か
り
の
流
人
病
死
・
掛
り
の
山
方
役
検
分
、
役
所
へ
届
け
る

９
月
20
日

早
浦
村
預
か
り
の
流
人
、
石
田
屋
百
蔵
50
、
島
抜
け

９
月
28
日

登
立
村
預
か
り
の
流
人
、
無
宿
岡
岩
の
保
次
郎
22
、
島
抜
け

８
月
23
日

野
口
瀬
兵
衛
撲
殺
事
件

益
田
村
預
か
り
の
流
人
、
京
都
者
野
口
瀬
兵
衛
秀
一
、
兼
ね
て
酒
癖
悪
く
、
こ
の

夜
も
ま
た
酒
乱
に
及
ん
だ
た
め
、
同
村
百
姓
ら
申
し
合
わ
せ
、
遂
に
同
人
を
撲
殺
、
死
骸
は
海
中
に
投
じ
る

の
突
発
事
あ
り

９
月
６
日

京
都
表
杉
本
左
近
よ
り
、
益
田
村
預
か
り
の
野
口
瀬
兵
衛
渡
し
の
渋
紙
包
１
個
、
大
坂
帰
り
の
順
幸
丸
に
託

さ
れ
富
岡
着
、
山
方
役
江
間
新
五
右
衛
門
へ
届
を
依
頼
す
る
江
間
よ
り
一
町
田
定
宿
富
田
屋
林
之
丞
に
渡
し
、

益
田
村
庄
屋
池
田
為
右
衛
門
宛
て
に
送
る
。
も
っ
と
も
当
人
は
既
に
殺
害
さ
れ
て
い
た

10
月
11
日

野
口
瀬
兵
衛
殺
害
事
件
に
付
き
、
加
害
者
召
し
捕
え
の
た
め
、
陣
屋
詰
役
金
井
八
郎
、
樋
口
茂
八
郎
の
両
名
、

山
方
役
江
間
新
五
右
衛
門
、
遠
見
番
丹
羽
牧
之
助
、
町
年
寄
岡
部
佐
藤
次
、
町
庄
屋
荒
木
佐
馬
吉
、
小
田
床

村
庄
屋
伊
野
亀
一
な
ど
、
非
人
10
人
を
召
し
連
れ
、
富
岡
出
船
舟
路
に
て
下
田
村
着
岸
、
益
田
村
に
乗
り
込

み
、
頭
取
百
姓
兼
右
衛
門
、
俊
太
外
21
人
を
召
し
取
り
、
翌
12
日
富
岡
へ
引
き
上
げ
る
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１
８
４
３

天
保
14

９
月

こ
の
月
初
め
に
、
京
大
坂
差
し
送
り
の
流
人
30
人
余
、
富
岡
着
船
、
組
々
に
配
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
村
預
け
と

な
る

閏
９
月
10
日

志
岐
村
預
か
り
の
流
人
、
無
宿
堀
江
の
清
吉
40
、
島
抜
け

12
月
16
日

上
津
深
江
村
預
か
り
の
流
人
、
王
蔵
院
住
持
理
道
33
、
島
抜
け

１
８
４
４

弘
化
元

８
月
14
日

京
大
坂
堺
差
し
送
り
の
流
人
35
名
、
薩
摩
島
へ
遣
わ
す
旨
の
浦
触
れ
が
肥
前
樺
島
よ
り
到
来
郡
中
組
継
ぎ
の

上
、
18
日
宇
土
郡
浦
へ
差
し
繋
ぐ

１
８
４
５

弘
化
２

１
月

富
岡
役
所
、
郡
中
流
人
取
り
締
ま
り
の
緩
み
を
戒
告
す
る
触
れ
を
出
す

１
８
４
６

弘
化
３

５
月
20
日

佐
伊
津
村
預
か
り
の
流
人
、
無
宿
御
茶
山
の
音
吉
、
島
抜
け

11
月
11
日

宮
田
村
預
か
り
の
流
人
、
樽
番
の
吉
松
、
島
抜
け

１
８
４
７

弘
化
４

７
月
８
日

京
大
坂
よ
り
差
し
送
り
の
流
人
25
人
、
大
坂
雇
船
に
て
富
岡
着
船
、
陣
屋
へ
引
き
渡
し
の
上
、
組
に
割
り
当

て
、
そ
れ
ぞ
れ
村
預
け
と
な
る

７
月
20
日

志
柿
村
預
か
り
の
流
人
、
無
宿
堺
の
喜
兵
衛
、
乱
暴
一
件
に
て
、
預
か
り
無
き
村
へ
と
命
ぜ
ら
れ
、
福
連
木

村
へ
預
け
替
え
と
な
る

１
８
４
８

嘉
永
元

１
月
８
日

合
津
村
預
か
り
の
流
人
、
か
つ
27
、
島
抜
け

６
月
18
日

崎
津
村
預
か
り
の
流
人
、
甚
吉
36
、
島
抜
け

こ
の
年

支
配
替
り
を
機
に
、
天
草
を
遠
島
地
か
ら
除
外
す
る
願
い
を
上
申
す
る
も
、
却
下
さ
れ
る

１
８
４
９

嘉
永
２

２
月
２
日

弘
化
一
揆
（
弘
化
４
年
）
の
判
決
で
、
遠
島
13
名
申
し
渡
し

但
し
、
遠
島
先
は
不
明

そ
の
他
、
獄
門
２
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名
、
死
罪
１
名
、
外

主
な
処
刑
者

獄
門
２
名
、
古
江
村
庄
屋
永
田
隆
三
郎
、
河
内
村
時
右
衛
門

死
罪
１
名
、
馬
場
村
七
蔵

遠
島
13
名
、
御
領
村
庄
右
衛
門
、
同
村
辰
右
衛
門
、
内
田
村
銅
助
、
同
村
道
助
、
同
村
甚
右
衛
門
、
古
江
村

佐
次
右
衛
門
、
同
村
蔵
右
衛
門
、
同
村
與
平
次
、
同
村
為
八
、
佐
伊
津
村
卯
作
、
同
村
作
之
丞
、
本
戸
馬
場

村
広
吉
（
但
し
牢
死
）
、
本
村
五
八

そ
の
他
、
中
追
放
12
名
、
江
戸
払
い
２
名
、
所
払
い
９
名
、
な
ど

２
月

弘
化
一
揆
で
の
遠
島
者
大
坂
へ
送
ら
れ
る
・
崎
津
付
遠
見
番
新
井
羽
郎
次
警
護
役
と
し
て
付
き
添
う

閏
４
月
14
日

町
山
口
村
預
か
り
の
流
人
、
弥
吉
15
、
島
抜
け

閏
４
月
16
日

大
多
尾
村
よ
り
小
島
子
村
へ
預
け
替
え
流
人
、
大
多
尾
港
よ
り
楠
浦
大
門
掛
り
へ
渡
船
の
途
中
溺
死
、
死
体

上
が
ら
ず
、
沿
岸
村
々
そ
れ
ぞ
れ
捜
索
す
る

５
月
24
日

御
領
村
預
か
り
の
無
宿
亥
治
郎
、
富
岡
入
牢
中
の
無
宿
及
び
浪
人
２
人
に
誘
わ
れ
、
島
抜
け
を
計
る

５
月
27
日

右
３
人
組
、
本
村
鶴
で
里
人
に
発
見
さ
れ
、
さ
ら
に
山
中
に
逃
げ
込
む

最
寄
り
の
村
を
早
速
手
配
し
、
山

中
近
郷
を
探
索
中
、
浪
人
一
人
は
捕
え
る
も
、
他
の
二
人
は
取
り
逃
が
す

６
月
13
日

右
２
人
、
阿
村
よ
り
姫
浦
村
へ
の
山
越
し
で
、
遂
に
二
人
を
捕
え
る

１
８
５
１

嘉
永
４

３
月
11
日

志
柿
村
預
か
り
の
流
人
、
喜
兵
衛
38
、
島
抜
け

６
月
29
日

下
河
内
村
預
か
り
の
流
人
、
亀
吉
27
、
島
抜
け

１
８
５
２

嘉
永
５

２
月
２
日

崎
津
村
預
か
り
の
流
人
某
、
盗
賊
し
て
捕
え
ら
れ
、
長
々
入
牢
し
て
い
た
が
、
死
罪
の
決
済
が
あ
り
、
こ
の

日
早
朝
処
刑
さ
れ
る

７
月
19
日

大
坂
差
し
送
り
の
流
人
７
名
、
こ
の
日
七
ツ
時
富
岡
着
船
役
所
引
き
渡
し
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
村
預
け
と
な
る

９
月

村
々
預
け
の
流
人
や
そ
の
他
入
込
の
旅
人
と
な
ど
、
胡
乱
者
の
取
締
を
厳
達
さ
れ
、
掛
か
り
役
の
大
庄
屋
庄
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屋
連
が
郡
中
を
手
分
け
し
て
廻
村
す
る

１
８
５
３

嘉
永
６

１
月
19
日

平
床
村
預
か
り
の
流
人
、
為
吉
、
島
抜
け

４
月
２
日

内
田
村
預
か
り
の
流
人
、
仙
吉
52
、
島
抜
け

１
８
５
５

安
政
２

２
月

当
郡
遠
島
地
除
外
願
い
三
度
出
願
す
る
も
、
却
下
さ
れ
る

当
時
、
郡
中
預
か
り
の
流
人
76
人

８
月
13
日

下
河
内
村
預
か
り
の
流
人
、
亀
吉
、
島
抜
け

１
８
５
６

安
政
３

３
月
３
日

棚
底
村
預
か
り
の
流
人
、
九
兵
衛
29
、
島
抜
け

１
８
５
７

安
政
４

６
月
15
日

京
大
坂
堺
よ
り
差
し
送
り
の
流
人
8
人
富
岡
着
船
陣
屋
に
引
き
渡
さ
れ
、
会
所
に
て
村
々
預
け
と
な
る

７
月
19
日

広
瀬
村
預
か
り
の
流
人
、
乙
吉
、
島
抜
け

11
月
15
日

大
江
村
預
か
り
の
流
人
、
某
、
島
抜
け

１
８
５
８

安
政
５

１
月
17
日

都
呂
々
預
か
り
の
流
人
、
善
七
53
、
島
抜
け

５
月

京
大
坂
の
流
人
６
名
、
薩
摩
島
へ
送
ら
れ
る
旨
の
浦
触
到
来

１
８
６
０

万
延
元

５
月
２
日

二
江
村
預
か
り
の
流
人
、
與
三
郎
44
、
島
抜
け

１
８
６
２

文
久
２

３
月
８
日

本
村
預
か
り
の
流
人
、
鉄
蔵
33
、
島
抜
け

１
８
６
３

文
久
３

３
月
22
日

今
富
村
預
か
り
の
流
人
、
市
兵
衛
、
島
抜
け
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１
８
６
５

慶
応
元

９
月
10
日

御
所
浦
村
預
か
り
の
流
人
、
音
吉
37
、
島
抜
け

１
８
６
８

明
治
元

２
月
５
日

食
場
村
預
か
り
の
流
人
重
次
郎
39
、
島
抜
け

９
月
８
日

明
治
と
改
元
、
旧
幕
時
代
の
流
罪
人
赦
免

１
８
７
０

明
治
３

流
謫
地
を
北
海
道
に
限
る

１
９
０
８

明
治
41

流
刑
を
完
全
廃
止

『
天
草
近
代
年
譜
』

※
は
『
流
人
と
非
人
』

森
永
種
夫
著

岩
波
新
書

《
参
考
》

明
治
に
入
っ
て
も
流
罪
は
廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
流
罪
地
は
北
海
道
に
限
定
さ
れ
た
。
流
人
は
監
獄
に
収
容
さ
れ
、
北
海
道
開
拓
の

強
制
労
働
を
課
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
特
異
な
例
と
し
て
、
浦
上
崩
れ
が
あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
長
崎
浦
上
に
於
い
て
、
多
数
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン

が
発
覚
し
た
も
の
で
、
明
治
政
府
は
信
徒
の
中
心
人
物
１
１
４
名
を
捕
縛
し
、
津
和
野
、
萩
、
福
山
へ
移
送
さ
れ
、
、
１
８
７
０
年
（
明
治
３
年
）

ま
で
続
々
と
長
崎
の
信
徒
た
ち
は
捕
縛
さ
れ
て
流
罪
に
処
さ
れ
た
。
彼
ら
は
流
刑
先
で
数
多
く
の
拷
問
・
私
刑
を
加
え
ら
れ
続
け
た
が
、
そ
れ
は

水
責
め
、
雪
責
め
、
氷
責
め
、
火
責
め
、
飢
餓
拷
問
、
箱
詰
め
、
磔
、
親
の
前
で
そ
の
子
供
を
拷
問
す
る
な
ど
そ
の
過
酷
さ
と
陰
惨
さ
・
残
虐
さ

は
旧
幕
時
代
以
上
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に
流
罪
が
廃
止
さ
れ
た
の
は
、
１
９
０
８
（
明
治
41
年
）
の
刑
法
制
定
で
刑
務
所
が
整
備
さ
れ
て
か
ら
で

あ
る
。
〈
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
〉

尚
、
幕
末
天
草
に
残
っ
て
い
た
流
人
は
、
『
西
海
義
民
流
人
衆
史
』
鶴
田
文
史
編
著

に
よ
る
と
、
在
島
者
32
名
で
、
帰
国
者
は
11
名
、
在
留

者
21
名
と
な
っ
て
い
る
。
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